
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 

修正の理由 

当第2四半期連結累計期間の業績は、第1四半期に引き続き、機能化学品事業が全般的に堅調さを維持し、化成品事業も
概ね底堅く推移する一方、無機化学品事業についても、主要顧客の需要回復継続等により持ち直しが続く中、各種の合理
化、効率化、コストダウン、生産効率のアップ、販売数量の確保等の収益向上諸施策に注力した結果、営業利益、経常利
益及び四半期純利益が、いずれも本年5月12日に発表した業績予想数値を上回る見通しとなりました。 
一方、先行きの見通しにつきましては、海外景気の下振れ懸念、急激な円高による需要減に加え、国内政策効果の終了
等による需要の反動減といった景気の下押しリスク等、留意すべき諸要素を抱え、不透明感が強まり、収益環境も非常に
厳しくなることが想定されますが、上記収益の向上・確保に向けた諸施策を更に徹底推進することにより、平成23年3月期
の最終的な通期連結業績は、営業利益、経常利益及び当期純利益のいずれもについて、本年5月12日に発表した業績予
想数値を上回る見通しといたしました。 
 

● 配当予想の修正について 
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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月12日に発表した業績予想および配当予想を下記の通り修正いたし
ましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 18,900 900 900 400 3.81

今回発表予想(B) 18,700 1,400 1,400 720 6.85

増減額(B-A) △200 500 500 320

増減率(%) △1.1 55.6 55.6 80.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

17,000 10 △99 △66 △0.63

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 39,400 2,300 2,300 1,100 10.47

今回発表予想(B) 39,400 2,700 2,700 1,350 12.85

増減額(B-A) 0 400 400 250

増減率(%) 0.0 17.4 17.4 22.7

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

38,301 1,454 1,232 661 6.29

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想  
（平成22年５月12日発表）

― 0.00 ― 3.00 3.00

今回修正予想 ― ― ― 4.00 4.00

当期実績 ― 0.00 ―

前期（平成22年3月期）実績 ― 0.00 ― 2.00 2.00



修正の理由 
当社は、利益配当につきましては、連結業績に応じて安定的に行っていくことを基本方針としつつ、財務体質の健全性に配
慮し経営基盤の強化及び将来の事業展開に必要な内部留保の充実に努め、これらを総合的に勘案して決定することとし
ております。 
平成23年3月期の配当予想につきましては、本日発表しました上記平成23年3月期通期連結業績予想修正を踏まえ、1株
当たり3円（期末、普通配当）から4円（期末、普通配当）に修正することといたしました。 
 
※ 業績予想および配当予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので
あり、 実際の業績は、今後、様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上


